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逆 転 へ の 期 待

《み手のなかで》

　司祭　橋 本 克 也

　
主
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
は
、
神
の
国
の
到
来
と

実
現
の
喜
び
で
す
。
お
よ
そ
相
応
し
い
と
は
思

え
な
い
人
に
向
か
っ
て
、
「
あ
な
た
は
神
の
民

で
あ
っ
て
、
神
の
子
に
相
応
し

い
人
な
の
だ
」
、
と
い
わ
れ
て

驚
き
、
戸
惑
い
、
退
く
人
に
、

「
安
心
し
な
さ
い
、
い
つ
も
あ

な
た
と
共
に
い
る
の
だ
」

と
、
神
の
言
葉
は
招
き
、
励

ま
し
て
く
れ
ま
す
。
私
を
今

日
ま
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
「
き
っ
と
大
丈
夫
だ

よ
」
、
「
そ
れ
で
い
い
ん
だ

よ
」
と
言
う
親
し
い
友
と
隣
人

の
言
葉
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
私
達
が
キ
リ

ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
の
恵
み

は
、
隣
人
の
心
あ
る
言
葉
を
、
神
の
言
葉
と
し

て
聞
く
こ
と
の
で
き
る
幸
い
で
あ
り
、
ま
た
そ

の
隣
人
に
な
れ
る
こ
と
の
幸
い
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
人
生
の
行
き
詰
ま
り
や
、
挫
折
の
経
験
に
こ

そ
、
実
は
逆
転
へ
の
き
っ
か
け
と
感
動
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
死
、
し
か
も
十
字
架
の
死
と
復
活

は
、
死
が
滅
び
で
は
な
く
、
勝
利
や
希

望
が
あ
る
こ
と
を
現
す
逆
転
で
し
た
。

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
者
と
は
、
そ
の
逆
転

に
一
緒
に
与
っ
て
い
る
の
で
す
。
「
み

手
の
中
で
」
と
は
、
私
達
が
次
々
と
獲

得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
人
生
に
あ
っ
て
、
一

つ
ず
つ
失
い
な
が
ら
歩
む
現
実
を
、
戸

惑
い
な
が
ら
も
認
め
つ
つ
、
思
い
を
超

え
る
逆
転
を
期
待
し
て
、
願
い
と
祈
り

に
よ
っ
て
、
望
み
を
生
き
る
こ
と
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
何
も
無
い
よ

う
に
思
え
て
い
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も
無
い
と

思
え
て
い
て
も
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

　
（
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
副
牧
師
）
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今 週・来週 の 予定

１２月４日～１７日

◇ 

堅
信
受
領
　

11
月
27
日
　
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
教
会

▽
猪
熊
大
介
▽
菅
原
裕
美
▽
山
本
翔

歩
▽
柳
沢
光
輝
（
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
）

　
▽
12
月
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂

《
夕
の
祈
り
》
　
７
日(

水)

18
時

半
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
引
き
続
き
19

時
か
ら
。
演
奏
者
＝
山
田
由
希
子
。

入
場
無
料 

(

会
場
献
金)

。

　
▽
12
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
９

日(

金)

、
堀
切
麻
里
子
　
＊
聖
テ
モ

テ
＝
20
日(

火)

、
小
野
田
良
子
　
＊

神
田
キ
リ
ス
ト
＝
21
日(

水)

、
和
田

純
子
。
各
々
12
時
20
分
か
ら
30
分
程

度
、
入
場
無
料
。

　
▽
12
月
銀
座
朝
祷
会
（
第
２
・
第

４
火
曜
７
時
半
）
　
13
日
＝
ゲ
ス

ト
・ 

神
﨑
雄
二
司
祭
。
　
27
日
。
喫

茶
室
ル
ノ
ア
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
銀
座
。

照
会
℡
０
４
２(

７
９
６)

１
４
９

８
・
世
話
人
・
松
田
。

　
▽ 

12
月
西
新
の
会
（
第
２
・
第
３

火
曜
）
　
13
日
19
時
半
＝
聖
餐
式
・

聖
書
の
学
び
（
鈴
木
裕
二
司
祭
）
　

20
日
10
時
半
＝
聖
書
の
学
び
（
田
光

信
幸
司
祭
）
。
井
草
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
。
照
会
℡
03
（
３
９
５
１
）
５

０
１
０
・
目
白
聖
公
会
。
　

　 
 
 「

い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！
」
　

被
災
者
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

　
▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
Ⅴ
　
出

演
＝
北
大
合
唱
団
東
京
Ｏ
Ｂ
会
ク
ラ

ー
ク
ク
ラ
ブ
。
12
月
11
日
（
日
）
14

時
。
無
料(
会
場
献
金)

。
照
会
℡
03

(

３
３
３
４)
２
８
１
２
・
同
教
会
。

　
▽
月
島
聖
公
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
　
出
演
＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

カ
ン
タ
ビ
ー
ル
。
17
日
（
土
）
16

時
。
無
料(

会
場
献
金)

。
照
会
℡
03

(

６
２
２
５)

０
４
７
５
・
同
教
会
。

◇
支
援
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
No
６
を

11
月
27
日
付
発
行
・
配
布

※
教
区
Ｈ
Ｐ
主
教
メ
ッ
セ
ー
ジ
更
新

「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
」

◆
と
こ
し
え
の
平
安

11
月
９
日
　
金
原
　
以
作
（
92
）

八
王
子
復
活

11
月
10
日
　
斎
藤
　
　
博
（
78
）

　
立
教
諸
聖
徒

11
月
25
日
　
島
守
　
悦
子
（
63
）

　
聖
ル
カ

　４（日）降臨節第２主日
　６（火）聖職養成委員会
　７（水）外濠Ｇ牧師協議会
　９（金）広報委員会

礼拝音楽委員会
１１（日）降臨節第３主日

合同堅信式
１２（月）常置委員会
１３（火）信仰と生活委
１４（水）聖職養成委員会
１５（木）財政委員会

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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◇
秋
の
教
区
会
開
か
る

　
東
京
教
区
第
１
１
７(

定
期)

教
区

会
は
11
月
23
日(

水
・
休)

、
定
刻
の

午
前
９
時
よ
り
聖
餐
式
を
も
っ
て
開

始
さ
れ
た
。
出
席
者
は
教
役
者
議
員

44
名
中
36
名
、
信
徒
代
議
員
71
名
中

66
名
の
出
席(

第
１
回
点
呼
時)

。

　
今
回
、
事
前
に
配
布
さ
れ
た
議
案

は
「
12
年
度
予
算
案
」
な
ど
７
件
、

ま
た
、
議
場
か
ら
動
議
に
よ
り
提
出

さ
れ
た
議
案
「
原
発
廃
止
を
日
本
聖

公
会
東
京
教
区
と
し
て
表
明
す
る
。

ま
た
政
府
に
原
発
廃
止
を
要
望
す
る

件
」
を
加
え
、
８
件
が
議
場
に
お
い

て
審
理
さ
れ
た
。

　
「
分
担
金
算
出
方
法
及
び
最
終
案

の
決
定
に
関
す
る
件
」
で
は
教
役
者

給
与
の
30
％
を
派
遣
教
会
の
自
給
分

と
し
、
教
区
諸
経
費
に
つ
い
て
は
信

徒
数
で
按
分
す
る
等
の
案
が
説
明
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「
現
行
の
制

度
や
組
織
な
ど
体
制
を
温
存
し
な
が

ら
、
分
担
金
の
負
担
方
法
を
議
論
す

る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
教
区

主
教
か
ら
は
「
制
度
全
体
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
教
区
は
成
り
立
っ
て
い
か

な
い
」
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
審
議
の
上
、
可
決
さ
れ
た
議
案
は

次
の
通
り

第
１
号
議
案
・
月
島
聖
公
会
牧
師
館
及

び
礼
拝
堂
付
属
建
物
の
取
壊
し
と
礼
拝

堂
及
び
牧
師
館
新
築
の
件

第
２
号
議
案
・
基
本
財
産
の
一
部
除
去

と
一
部
財
産
の
基
本
財
産
組
入
れ
承
認

の
件

第
３
号
議
案
・
聖
救
主
教
会
牧
師
館
購

入
承
認
の
件
　
　

第
４
号
議
案
・
基
本
財
産
組
入
れ
の
件

第
５
号
議
案
・
教
区
費
分
担
金
算
出
方

法
及
び
最
終
案
の
決
定
に
関
す
る
件

第
６
号
議
案
・
２
０
１
２
年
度
教
区
収
支

予
算
案
承
認
の
件

第
７
号
議
案
・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支

援
金
拠
出
の
原
資
等
に
つ
い
て
の
会
計
処

理
の
件

な
お
、
第
８
号
議
案
「
原
発
廃
止
を
日
本

聖
公
会
東
京
教
区
と
し
て
表
明
す
る
。
ま

た
政
府
に
原
発
廃
止
を
要
望
す
る
件
」
に

つ
い
て
は
趣
旨
を
理
解
し
な
が
ら
も
継
続

審
議
と
し
、
声
明
文
案
を
作
成
し
、
春
の

教
区
会
に
再
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
事
進
行
に
合
わ
せ
て
、
日
本
聖
公

会
総
会
代
議
員
の
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
。
選
挙
の
結
果
、
聖
職
代
議
員
は
佐

々
木
道
人
司
祭
と
山
口
千
寿
司
祭
、
信

徒
代
議
員
は
山
田
益
男
氏
と
松
田
正
人

氏
が
当
選
さ
れ
た
。

　
議
事
は
、
定
刻
17
時
に
終
了
、
主
の

祈
り
・
頌
栄
を
も
っ
て
散
会
し
た
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
103

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
デ
イ
報
告

　
去
る
11
月
３
日
に
聖
ア
ン
デ
レ
教

会
の
協
力
を
得
て
、
東
京
に
避
難
し

て
い
る
方
々
を
迎
え
て
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
・
デ
イ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
当
初
東
京
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
主
と
し
て
原
発
事
故
の
関
係
で

避
難
し
て
い
た
方
々
へ
の
支
援
を
、

カ
ト
リ
ッ
ク
麹
町
教
会
、
法
律
家
を

中
心
と
し
た
支
援
団
体
「
と
す
ね
っ

と
」
、
「
聖
公
会
東
京
３
１
１
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」
が
協
力
し
て
行

っ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
今
回
、
東

京
教
区
支
援
対
策
本
部
が
東
京
教
区

の
各
教
会
、
信
徒
の
皆
様
方
の
協
力

を
仰
ぎ
、
こ
れ
を
お
手
伝
い
す
る
形

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
教
会

の
み
な
ら
ず
関
係
団
体
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
バ

ザ
ー
ル
を
は
じ
め
、
児
童
祝
福
式
な

ど
も
含
む
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も
連
れ

の
避
難
者
の
方
々
が
お
よ
そ
130
〜
140

名
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
を
迎
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
教

会
関
係
で
お
よ
そ
160
名
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
等
の
関
係
で
お
よ
そ
30
名
の

方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
大
畑
主
教
を
は
じ
め
と
す

る
聖
職
の
方
々
も
、
児
童
祝
福
式
や

最
後
の
礼
拝
に
ご
奉
仕
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
避
難
者
の
方
々
は
、
子
ど
も

さ
ん
と
離
れ
て
買
い
物
を
し
た
り
、

家
族
や
友
人
と
食
事
を
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
た

り
、
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
特
に
、
写
真
サ
ー
ビ
ス

は
好
評
で
、
多
く
の
方
が
撮
影
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
は
、

食
事
の
お
い
し
さ
、
バ
ザ
ー
ル
の
品

物
の
多
さ
、
子
ど
も
達
の
楽
し
そ
う

な
様
子
に
対
し
、
感
謝
の
声
を
頂
き

ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
行
い

ま
し
た
が
、
本
当
に
多
く
の
教
会
・

信
徒
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

何
と
か
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
と
多
く
の
賜

物
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
活
動
が

ど
の
様
に
行
っ
て
い
け
る
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
東
京
教
区
と
し
て
現

地
は
勿
論
、
東
京
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方
々
に
対
す
る
支
援
も
、
で
き
る

こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 

教
区
支
援
対
策
本
部
長

後 

藤
　
務

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


